

















for Sustainable Development : ESD） の 10 年（DESD）〈2005 年～2014 年〉」 で あ る。
2014 年には、DESD を総括する「ESD に関するユネスコ世界会議」が、岡山と愛知・名
古屋で開催されている。岡山で開催された「ESD 推進のための公民館－ CLC 国際会議」
では、「岡山コミットメント（約束）2014 ～コミュニティに根ざした学びをとおして ESD
を推進するために、『国連 ESD の 10 年』を超えて」を採択し、ESD を推進していくために、
今後さらに、地域と人とのつながりをふまえた学びを構築して行くことを提言した。














地域と人とのつながりを結ぶ「ストーリー」の可能性 ～ ESD の観点から
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ジャパン 2015（2015 年 9 月 24 日～ 27 日於東京ビッグサイト）での講演「日本遺産
（Japan Heritage）について」や、パリ日本文化会館における「日本遺産展」（2015 年 11






























































































６）中川恵里子 2016 年 「HY マクラスキーの［多世代型コミュニティ論］の現代的意義
―若者によるライフストーリーズ・インタビューに基づいて」　日本教育学会第 68
回大会発表要旨集　pp.84 -85.
７）プロジェクト・ゼロは、ハーバード教育学大学院において、新たな芸術教育の発展を
目指して、1967 年より開始された。プロジェクト開始時のコンセプトは、ネルソン・
グッドマン（Nelson Goodman）による芸術教育の概念（芸術についての学習は、認
知行動であり、芸術教育の出発点［ゼロ］は、芸術作品に対する一般的なコミュニケー
ションからであるとする）を基軸にしている。
８）池内慈朗　2014 年　『ハーバード・プロジェクト・ゼロの芸術認知論とその実践　―
内なる知性とクリエティビティを育むハワード・ガードナーの教育戦略』　東信堂　
　
